
カヌー・カヤック基礎講座 みたけカヌー教室

摯Z鮮霧蟄魃独撫鱗抵程た
は椅子)につけ両足を前方に伸ばすような形で乗る。
ボートの違い/厳密には違うが、競技用カヌーのように見た目だけでは判断しずらいものもある。
素材の違い/カヌー、カヤック共に木製、プラスチック製、カーボン製、アルミ製などがある。
定員の違い/カヌー、カヤック共に 1人乗り、2人乗り、3人乗り、4人乗りなどがある。
用途の違い/カヌー、カヤック共にレジャー用、ツーリング用 競ヾ技用などがある。

画像:上段左からカナデイアンカヌー、シーカヤック、レーシングカヤック  中段左からスラロニムカヤック、プレイボート、ワイル
ドウォーター 下段左からレーシングカヌー、カヌーポロ、エスキモーカヤック、アウトリガーカヌー

2.カヌー0カヤックの歴史
カヌー・カヤックの起源は不明。有史以前から人々の生活の道具ととして世界中で発展してきた。
現在ではレジャすやスポーツとして多く使用されているが、南太平洋の人々が丸太をくりぬいただ
けのカヌーで何百キロも離れた島々を行き来したり、ネイティブアメリカンが動物の皮や骨で作っ
たカヤックで狩猟をしていることは広く知られている。
3.カヌー競技の種類
a.静水で行なうタイムレース:カヌーレーシング競技 b。急流で行なう旗門競技 :カヌースラローム

競技(以上オリンピック種 目)c,急流で行なうダウンリバーレース:ワイルドウォーター競技 d.急流
の一地′点で行なう採′煮競技 :フリースタイル競技 c.静水やプールで行なう球技:カヌーポロ

いずれもカヌー、カヤック1人乗り、2人乗り、4名乗り、男女など、様々な種 目がある。

拿療Y駅製驚醜翁眩鑑銚の気物、酢駆、Nなど銃難があることを
想定すること。また対処方法をあらかじめ学び、必要な訪1練を積む事が大切である。
5。 ボート、パドル、安全装備の取り扱い(実詢
道具は誤つた使い方をすると思わぬ事故につながることを認識し、道具の用途0特性を正しく把握
した上で取り扱うこと。手入れや修理についての基本情報も知っておかなければならない。
6.静水におけるカメー・カヤックの基本動作及びパドリング技術(実め
安全な乗り降りの仕方、フォワードストローク(前漕ぎ)、

バックストローク(後漕ぎ)、

ク(方向転換)、 リーニング(傾け)、
セルフレスキュー(転覆時の対処法)

スイープストロー

以上


